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福祉教育常任委員会 

 

平成２２年３月１６日（火曜日）午前１０時開会 
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菊  地     彰  君 
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  ２．委員長あいさつ 



－46－ 

  ３．審査事項 

   〔保健福祉部〕 

    ・保健福祉部長あいさつ 

   〔市民課〕 

    ・議案第１３号 平成２２年度那須塩原市一般会計予算 

   〔社会福祉課〕 

    ・議案第１３号 平成２２年度那須塩原市一般会計予算 

    ・議案第２７号 那須塩原市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 

            について 

    ・陳情第 １号 社会的セーフティネットの拡充に関する陳情書 

   〔子ども課〕 

    ・議案第１３号 平成２２年度那須塩原市一般会計予算 

   〔高齢福祉課〕 

    ・議案第１３号 平成２２年度那須塩原市一般会計予算 

    ・議案第１７号 平成２２年度那須塩原市介護保険特別会計予算 

    ・議案第３２号 那須塩原市シニアセンター条例の一部を改正について 

   〔保健課〕 

    ・議案第１３号 平成２２年度那須塩原市一般会計予算 

    ・議案第１４号 平成２２年度那須塩原市国民健康保険特別会計予算 

    ・議案第１５号 平成２２年度那須塩原市老人保健特別会計予算 

    ・議案第１６号 平成２２年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計予算 

  ４．その他 

  ５．閉 会 
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開会 午前 ９時５７分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○山本委員長 皆様おはようございます。 

  きょうはとても春らしくなってまいりました。

３月定例会の常任委員会にご出席いただきまして、

大変ありがとうございます。 

  審査の日程のほうはお手元に配付の次第のとお

りでございます。 

  ただいまから福祉教育常任委員会を開会いたし

ます。 

  今定例会では当常任委員会に付託された案件は

条例案のみで、一般会計及び特別会計予算案５件、

陳情２件の計11件でございます。 

  各委員は慎重の上にも自由な審議をお願いいた

しますとともに、円滑な進行にご協力いただきま

すようお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎保健福祉部の審査 午前 ９時５９分 

○山本委員長 それでは保健福祉部の審査を始めた

いと思います。 

  審査に先立ちまして、平山保健福祉部長からご

あいさつをいただきたいと思います。 

○平山保健福祉部長 （挨拶。） 

○山本委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１３号の説明、質疑、討

論、採決 

○山本委員長 それでは、まず最初に市民課関連の

常任委員会の審議を行います。 

  議案第13号 平成22年度那須塩原市一般会計予

算を議題といたします。 

  最初に、執行部の説明を求めます。 

  深堀課長。 

○深堀市民課長 （議案第13号について説明。） 

○山本委員長 説明が終わりました。 

  委員の皆様の質疑、ご意見等ございますでしょ

うか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 今の件なんですけれども、旅費の関係

で、職員的に何名とか、どういう形でやるのか、

もしお考えがあれば一つお願いします。 

○山本委員長 深堀課長。 

○深堀市民課長 現在、市民課14名、職員がいるん

ですけれども、そのうち市民係が７名います。

それで市民課としては両方足しまして、職員を

プラスしてもらいたいということで要求をして

おります。１名プラスということで要求はしてお

ります。 

○山本委員長 ほかにございますか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 外国人のほうの関係なんですけれども、

今現在外国人が何名ぐらい登録されているのか、

あと、できれば国を教えていただきたいと思いま

す。 

○山本委員長 答弁をお願いいたします。 

  深堀課長 

○深堀市民課長 現在ですね、外国人は2,397名、

今のところいます。これ２月28日現在です。それ

で国なんですけれども、一番多いのがブラジルで

すね、これが約28％占めております。それからフ

ィリピンが17％、中国16％、インド11％と、その

次にタイが６％、そのあと韓国ですね、5.4％、

ペルー５％、米国が１％、あとはベトナム、イン

ドネシアですね。こういったところですね。以上

が上位10位の国でございます。 



－48－ 

○山本委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 人数的に何年か先にふえているのか、

減っているのかという条件がもしわかったら。外

国人の登録者の人数が、ここ数年。 

○山本委員長 課長。 

○深堀市民課長 16年度から見てみますと、若干減

るような傾向にあります。そんなに大きくは変動

はないんですが、16年度が2,505人いたんですが、

その後、17年度になりまして2,652人、そのあと

減る傾向にあるんです。20年度は2,460人ですね。

ことしの２月現在では2,397名ということで、若

干減るような傾向になりました。 

○山本委員長 ほかにございますでしょうか。 

  松田委員。 

○松田委員 ここの簡単なあれなんですけれども、

旅券ですか、これ今までの発行期間ですか、発行

期間というのはどのくらい短縮されたんですか、

かなり早くなった。 

○山本委員長 課長。 

○深堀市民課長 県のほうに確認しましたら、今ま

で申請をして、休日を除いて、10日間ぐらいかか

っています。それが６日ぐらいになるというよう

なことで、３日ぐらいは短縮になるというふうな

ことでございます。実際にはそんなこと、10日と

いっても、もう少し早く届く可能性もあるわけで

すが、そんな現状でございます。 

○山本委員長 ほかにございますでしょうか。 

  よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、質疑、ご意見等を、これ

で終了いたします。 

  討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 では、討論はないようですので、こ

れで終了いたします。 

  採決いたします。 

  議案第13号 平成22年度那須塩原市一般会計予

算を原案のとおり可決すべきものとすることにご

異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、議案第13号は全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

  ありがとうございました。 

〔その他〕 

○山本委員長 それでは、次第にはございませんが、

市民課所管から何かございますでしょうか。特に

ございませんか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、ここで市民課長の深堀課

長、ことしで退職ということで、一言ごあいさつ、

お願いいたします。 

○深堀市民課長 （挨拶。） 

○山本委員長 それでは、委員の皆様何かございま

すか。 

  それでは、これで市民課関連の審査を終了いた

します。 

  ここで、執行部交代のため暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時１６分 

 

再開 午前１０時１８分 

 

○山本委員長 それでは休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１３号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 それでは、次に社会福祉課関連の審
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査を行います。 

  議案第13号 平成22年那須塩原市一般会計予算

を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

○成瀬社会福祉課長 （議案第13号について説 

 明。） 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  説明が終わりました、 

  委員の皆様の質疑、ご意見等はございますでし

ょうか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 かなりボリュームがあるんで、あれな

んですが、13ページの民生費県補助金の中で、先

ほどご説明があった障害者自立支援特別対策事業

の補助金でありますが、３メニューの一つが４分

の３の補助、１メニューが10分の９、このメニュ

ーの内訳をちょっとお知らせいただきたいという

のと。 

  あとページ、20ページ、行旅死亡人の雑入のほ

うで、行旅死亡人の取り扱い弁償費ということで、

10分の10の補助をというか、予算が出ております

けれども、これは何人を予定しているのか、ある

いは昨年の実績も踏まえてお知らせをいただきた

い。 

  またページ、46ページでありますけれども、先

ほど、今回東泉委員が一般質問でもかけておりま

したけれども、景気対策緊急強化事業の中で、今

回カウンセラーを県のほうから派遣されるという

話を今説明で受けたんですが、県カウンセリング

協会のほうから依頼されるということなんですが、

こういう相談事をされる方にとっては多分来られ

れば、１度あるいは２度、３度というふうに通っ

てくるのかなというのが想像がつくんですが、こ

の県カウンセリング協会の派遣というのは那須塩

原市には、この方がという、固定で来るものなの

か、あるいは途中で派遣の人が変わってしまうの

か、その辺をちょっとお聞きしたいというふうに

思います。 

  あと47ページですが、重度障害者住宅改造助成

事業の150万円というのが予算計上されておりま

すけれども、これは何人を予定して、１件に当た

り限度額というのは幾らかお聞かせを願いたいと。 

  最後になりますが、最後の55ページで、生活保

護費が１億5,000万ふえているというのは、単純

に人数なのか、あるいは昨年の実績から、こうい

うふうに１億5,000万の計上をしなければ足らな

いというものなのか。 

  以上、５点についてお伺いしたいというふうに。 

○山本委員長 課長。 

○成瀬社会福祉課長 それでは、順次お答をしてい

きたいと思います。 

  まず歳入の自立支援特別対策の臨時交付金でご

ざいますけれども、先ほど４メニューということ

で申し上げました。まず事業運営安定化事業とい

うものがございます。これが４分の３でございま

す。移行時運営安定化事業というものがございま

す。これが10分の10でございます。それと通所サ

ービス等利用促進事業がございます。これが４分

の３です。それと新事業移行促進事業というもの

がございます。これが４分の３ということであり

ます。 

  次に、行旅人でございますけれども、行旅人の

死亡関係につきましては、毎年５人を計上してご

ざいます。今年度、今まで３人、ちょっと正確な

すみません、３人ぐらいはいたかと思います。 

  それと自殺の県のカウンセリング協会にという

ことでありますけれども、基本的には固定をして

いただくということで、那須塩原市担当はこの方

ですというふうなことで、県のカウンセリング協

会と話をしておるところでございます。 
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  それと住宅改造でございますけれども、住宅改

造につきましては限度額が30万円になっておりま

す。それで５軒分を見ております。これ30万円な

んですけれども、いわゆる住宅改造に係る経費の

４分の３、それと30万円が限度というような取り

扱いになっております。 

  それと生活保護でございますけれども、生活保

護につきましては、12月の補正で10億のところを

１億5,000万補正をさせていただいたところであ

ります。そのようなことで、決算ベースによる見

込みということで１億5,000万増加をしたという

ものでございます。 

  以上でございます。 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  ほかに質疑、ご意見等はございますか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 生活保護の関係なんですが、今の予算

づけにしては、決算ベースという形でございまし

たが、要件とか条件とか、国から出た分は決まっ

ているものだと思うんですが、この辺の変更とい

うのは何かあったんですか。 

○山本委員長 課長。 

○成瀬社会福祉課長 生活保護の要件につきまして

は、生活保護法というものがございます。これに

基づいて運営をしておりますので、毎年多少の変

更はございますけれども、大枠そのものについて

は変更はございません。その方向に基づいて実施

をしております。 

○山本委員長 ほかにございますか。 

  菊地委員。 

○菊地委員 自殺対策のことなんですけれども、カ

ウンセラーの方がおいでになって、相談を受ける

ということになんですけれども、この相談に行く

ということは、そういう気持ちがあるから相談に

行くと思うんですけれども、カウンセラーの方に

話を聞いて、要するにその後の対策というか、こ

れらはどのように、ただカウンセラーの話を聞い

ておしまいになってしまうのか、その辺はどのよ

うに考えているのか、ちょっとお尋ねをしておき

たいというふうに。 

○山本委員長 課長。 

○成瀬社会福祉課長 いわゆる自殺を企図としてい

るといいますか、そういう方々が相談に行くとい

うものは何らかの理由がおありになると思います。

一番多いものがうつ的なものというふうに言われ

ておりますけれども、最近はそれに経済の問題と

いうものがやはりクローズアップをされておりま

す。そういった中でカウンセリングをした中で、

どちらに原因があるのかというものによりまして、

それらの要因において、例えばうつ的なものとい

うことになれば、いわゆる保険センターとか、保

健師なんかと連係をとりながらフォローアップし

ていく。経済的な問題ということでしたら、最終

的には生活保護というふうな形にもなってしまい

ますけれども、就労支援とか生活保護に関する相

談に応じていくというようなことで、いろいろな

それらの動機づけになる原因がわかれば、それに

対する各おのおののフォローアップができるんで

はないかということで考えておるところでござい

ます。 

○山本委員長 東泉委員。 

○東泉委員 生活保護事務推進費という中での生活

保護自立支援ということが予算で含まれています

けれども、自殺と、今言った関連があるのかなと

思うんですけれども、この自立支援についての行

政の考え方というか、内容を教えてください。 

○山本委員長 課長。 

○成瀬社会福祉課長 自立支援事務推進費でござい

ますけれども、今は生活が苦しいということで相

談の窓口に来たときには、市の職員いわゆるケー
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スワーカーがその都度、対応しております。いろ

いろなお話を聞きながら、その場で生活保護につ

なぐ場合もありますし、ある程度の貸し付け等を

しながらとか、その方にとって、どのようにした

らいいかというふうなことを今ケースワーカーが

やっているわけでありますけれども、それを専門

の相談員ということで、ある程度知識を持ってい

る方が専門的に相談に乗ることによって、少しで

もいい流れにもっていけるような形がとれればと

いうようなところで、生活保護の自立支援という

ものもふえました。 

  特にケースワーカーは１人で60件、70件の担当

を持っておりますので、そういった中での、なか

なか窓口に対してのフォローというのができない

こともあります。そういった中で自立支援を受け

ることによって、専門の相談をするということで、

少しでもその方の自立につながるような助言がで

きればというような形で、自立支援というものを

新たに設けたものでございます。 

○山本委員長 東泉委員。 

○東泉委員 よくわかりました。 

  これから今、なかなか雇用の問題が大変、若い

人でもない、そういう時代に入ってきましたね。

そういった意味で、どうしても仕事を見つけても

年齢が若くても、本当にあらゆる手を尽くしても

仕事が見つからないと。生活に行き詰ってしまう

という場合は今までと違ってあれですか、以外と

生活保護を受けられる枠というか、それは金が足

りてきているんでしょうか。その辺の関係という

か、いろいろ今の自殺の関係と、非常に私は金を

使うと思うんですけれども、その辺の考え方はど

うなんでしょうか。 

○山本委員長 課長。 

○成瀬社会福祉課長 基本的に生活保護の趣旨その

ものは、過去の経過とかそういうものは全く問い

ませんので、現在例えば食うものもないというよ

うな形になれば、別に振り分けるとかそういうこ

となく、いろいろな調査とかそういうものはいた

しますけれども、現実問題として預貯金もなし、

扶養親族もいないというような形になれば、それ

は法にのっとって適正な生活保護を受けさせると

いうような形でやっております。 

○山本委員長 ほかにございますでしょうか。 

  人見委員。 

○人見委員 ３款１項１目の中の、課長のほうから

説明があった民生委員関係、44ページ、今回４名

の新たな民生委員がふえたという関係等について

の説明、それと今東泉君のほうからあった関係の

生活保護費関係で扶助費の対象者540人、さらに

人員関係では735名というような次第があるわけ

なんですが、これらの支給する段階での審査等に

ついて、どういう方向、何回か聞いているから、

内容についてはわかっているんですが、非常に今

厳しい社会情勢の中で、余りにもひどいんじゃな

いのかというような批判の声が、いい面での声じ

ゃなくて、支給されている流れがちょっと問題が

あるというようなことが聞かされるのがあるのわ

けなので。２点についてお聞きします。 

○山本委員長 課長。 

○成瀬社会福祉課長 まず民生委員の関係でござい

ますけれども、民生委員につきましては各地域に

民生委員の方がいらっしゃるわけであります。法

律のほうでは一般的に170世帯から360世帯の範囲

で１人というような位置づけになっております。

今回４名お願いするのは、黒磯地区で400を超え

ているところが５カ所ございます。そのような形

で400を超えているようなところについては区分

けをして、その適正な範囲に入れましょうという

ような形でしております。それで１名余るわけで

すけれども、余ると言い方は悪いんですけれども、
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塩原地区でかなり小さいブロックがございます。

そのようなことで塩原地区を１名減らしまして、

合わせて４名を増加するという内容でございます。 

  それと生活保護でございますけれども、生活保

護の流れにつきましては、まず電話とか来所して

の相談がございます。そういった中で本人に申請

の意思があれば申請は必ず受けるというような形

になります。申請を受けた後、当然生活保護とい

うのは最後のセーフティーネットという位置づけ

でございますので、まず預貯金があるか、生命保

険があるかというふうな調査をいたします。それ

とあわせて親族に対しましての扶養義務調査とい

うものを行います。これは本人がいて、親、きょ

うだい、子ども、孫までですね、必ず調べて調査

をいたします。あともしくは資産の活用というこ

とで、例えば土地なんかを持っている場合には、

それをまず売ってお金に充ててくださいとか、そ

ういうような指導をいたします。そういったもろ

もろの指導した中で、最終的に生活保護の基準を

下回る収入しか得られないといった場合には、生

活保護が適用になるというような形になります。 

  先ほど委員のほうから話がありました、そのよ

うな方なら何で受けているんだというふうな事例

も、現実問題、匿名等で私どもに相談がある場合

もございます。そういった場合にはケースワーカ

ーが出向きまして、生活保護の趣旨を再度説明し

て、やはり回りのほうから疑念を持たれないよう

な生活態度というようなことで指導はしておると

いうことでございます。 

  当初申し上げましたように、今困っている方は

やはり生活保護制度で何とか生き延びていっても

らわなければならないというような形がまずある

ものですから、１回なってしまいますとなかなか

自立ができないというのも現実でございます。 

  以上です。 

○山本委員長 ほかにございますでしょうか。 

  菊地委員。 

○菊地委員 民生委員のことなんですけれども、正

直なところ、例えば私どもの町内は隣の宮町の大

島さんという方は民生委員なんですけれども、民

生委員がどなたであるかというのがわかっていな

い町内がたくさんあるんじゃないかと思うんです

よ。ですから、これ例えば独居老人とかそういう

ようなことにも関係してくるわけで、民生委員の

方は多分１カ月１回は何か報告書を提出するとか

何とかとなっていると思うんですけれども、今言

うように民生委員の方の、この町内はこの方です

よというような、そういうこともしているのかな

と思うんですけれども、その辺の方向というのは、

どのようにしてなさっているのか、ちょっとお尋

ねをしておきます。 

○山本委員長 課長。 

○成瀬社会福祉課長 民生委員につきましては改選

が３年１度にあるわけでございます。そういった

中で、広報で各地域で例えば黒磯地域であって、

細かく、昔の大字ごとぐらいの地区単位がござい

ます。あと電話番号が何番ですとかというような

形で広報はしてはおります。ただあと、また変更

があったときの広報ですので、毎年広報している

という状況ではございませんけれども、改選等が

あった際には全部、昨年、前回ですと204名の方

の全員の名簿を広報等で市民の皆さんにはお知ら

せしていると状況でございます。 

○山本委員長 菊地委員。 

○菊地委員 よくわかりました。 

  一番心配なのは独居老人の方ですか、この方は

当然緊急システムとかなんとかということで、隣

の方とかそういう方に頼んでやっているとは思う

んですけれども、どこまで把握しているかという

のはちょっとわかりませんけれども、今独居老人
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の方は非常に多いわけでございまして、そういう

方がいろいろなことがあったときに民生委員の方

に頼らなければいけないというような状況になる

と思うんですけれども、その辺のところは私もい

ろいろ耳にはしているんですけれども、当然民生

委員の方もいろいろご努力なさっているというこ

とはよくわかるんですけれども、やはりまめに自

分の担当している地域は、私は目を配っていただ

きたいなと。そして、そこには当然行政連絡員さ

んですか、昔でいう区長さんがいらっしゃるんで、

そういうところもたまに顔を出して、情報交換み

たいのを私はしていただくと、よりきめ細かな情

報が入るのではないのかなと思っておりますので、

その辺のところをよろしくお願いしたいというこ

とで、これは要望ですので、よろしくお願いしま

す。 

○山本委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 さっきの民生委員の話の人見委員の説

明の中で、１ブロックが少人数というか、地域で

あったために、それの方を黒磯に回して５地区の

穴埋めをして４人増員したと。その塩原地区でブ

ロックの方が地域でなくなった地域と、あとその

地域をどの民生委員さん、どのブロックの民生委

員が担当するのかをお聞かせ願いたいのが１点と。 

  あと次の46ページの先ほど自殺対策で、これも

あれしたんですが、一番敏感なところでカウンセ

リングを受けに来る方、この窓口をどのように対

処していくのか、空き部屋というか、個室的にす

るのか、窓口では相談できないでしょうから、そ

の２点をお聞かせ願いたいと思います。 

○山本委員長 課長。 

○成瀬社会福祉課長 まず民生委員の塩原地区でご

ざいますけれども、中身については一応単位民児

協が塩原地区で全部で23人おりますので、その中

で協議をということでは考えております。また一

番今少ないのは上塩原地区が少ないということで、

今の予定ですと中塩原と上塩原で、今１人ずつお

りますので、それから統合して１つのブロックと

いうような形になるのかなということで、最終的

には単位民児協の中で決定をしていただくような

形になりますので、現在民生委員21の、主任児童

委員２人なんですけれども、それが22ということ

で、１名減というような形で考えております。 

  それと、カウンセリングの件でございますけれ

ども、当然今委員おっしゃいましたように、窓口

ということは全く考えておりません。具体的な場

所というのがまだ決定はしておりませんけれども、

これも全く離れた、個室というのは当然予定はい

たしますけれども、個室のどのような場所がいい

か。いわゆる来やすい場所がいいのか、全く隔離

されているのがいいのか、全く隔離されていると、

それだけの目的のためというふうにとられやすい

という面もあるかと思います。いっぱいいる中で

紛れてすーっと行っているところも考えられるん

ではないかということで、それについては一応候

補としては、例えば、「いきふれ」とか長寿セン

ターとかというような形になるかと思いますけれ

ども、まだ具体的にその辺ちょっとカウンセリン

グ協会と詰まっておりませんけれども、当然個室

でというようなことで予定はしております。 

○山本委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 その点、今課長のお話のように本当に

敏感に難しいと思うんですよ。自殺対策相談室み

たいなだと、そのために来たと、回りから見られ

ますし、それかといって、公、全く個室だと本当

に難しい出しょうし、その辺十分に配慮して決定

をしていただきたいなというふうに思います。 

  以上です。 

○山本委員長 ほかにございますか。 

  眞壁委員。 
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○眞壁委員 生活保護の関係なんですが、予算で１

億5,000万ということで、当然業務のほうもふえ

ているんだと思うんですが、この辺の職員の関係

の人数的なことを、あと仕事の、どのような状況、

ちょっときついというのかどうか、そんなところ

で、お話を。 

○山本委員長 課長。 

○成瀬社会福祉課長 現在ケースワーカーが８人で

すね。それにいわゆるスーパーバイザーというの

が査察指導員というのが１名おります。９名で対

応しております。21年度、概算で１名はふやして

いただいたという状況でございます。業務といた

しましてはなかなか、日中につきましては相談に

窓口に来られる方が多いので、その辺の対応をし

なければならないというような状況が多々見受け

られます。そんなことで、そのときの相談記録と

か訪問をした際の記録というものが、どうしても

時間外を利用して対応せざるを得ないというよう

な状況になっておるというのも否めないところで

ございます。ただ、ケース的には１人に余り過重

にならないように、平均になるようにケースワー

クをするというような形での対応はしておるとい

う状況でございます。 

  以上です。 

○山本委員長 ほかにございますか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 そういう中でぜひ厳しい仕事をしてい

るんで、人的なものをぜひ対応のほどを、課長、

要望としてはお願いしたいと思います。 

  以上。 

○山本委員長 ほかにも何か。 

  松田委員。 

○松田委員 先ほどの民生委員なんですけれども、

地元駐在所さんとも、警察官とも、関係というか

そういう情報交換というのはしているんでしょう

か。それだけ。 

○山本委員長 課長。 

○成瀬社会福祉課長 警察官との特別な連係という

のはされてないかと思います。どこの地区も年６

回とか月１回とかということで、定例会を開催い

たしまして、それでいろいろな情報交換をしてお

ります。そういった中で、こういうケースについ

ては警察の方に連係して入っていただく必要があ

るというような形になれば、それは警察官ととあ

りますけれども、定期的にやっているというのは

地区によって、あるかもしれませんけれども、そ

んなに常に連係をとっているというのはないかと

いうふうに感じております。 

○山本委員長 ほかに質疑、ご意見ありますでしょ

うか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、質疑、ご意見等これで終

了いたします。 

  討論を許します。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論がないということですので、討

論を終了いたします。 

  採決いたします。 

  議案第13号 平成22年度那須塩原市一般会計予

算を原案のとおり可決すべきものとすることに、

ご異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  それでは、議案第13号は全員異議なく可決すべ

きものと決しました。 

○山本委員長 ここで途中ではございますが、10分

間休憩をとりたいと思います。 

 

休憩 午前１１時０７分 
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再開 午前１１時１５分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第２７号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 次に、議案第27号 那須塩原市特別

職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部改正についてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○成瀬社会福祉課長 （議案第27号について説明。） 

○山本委員長 説明が終わりました。 

  質疑、ご意見等ございますか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 今の生活保護自立支援委員の主な仕事

というか、役割というのを今説明でよくわかった

んですが、この自立支援委員の選定の仕方という

方法ですね、お聞かせ願いたい。 

○山本委員長 課長。 

○成瀬社会福祉課長 これにつきましては、議案

質疑にときには部長のほうからお答えいたしま

したけれども、生活保護と言われる社会福祉全

般に、ある程度の理解がある方ということでご

ざいます。そういったことでなかなか一般の方

にもちょっと難しい面があるのかなということ

で、市職員ＯＢとか県職員のＯＢ等で適当な方

がいればお願いしたいということで考えており

ます。 

○山本委員長 ほかにございますでしょうか。 

  ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、質疑、ご意見等がないよ

うですので終了いたします。 

  討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論がないようですので、討論を終

了いたします。 

  採決いたします。 

  議案第27号 那須塩原市特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正についてを原案のとおり可決すべきものとする

ことにご異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  それでは、議案第27号は全員異議なく可決すべ

きものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎陳情第１号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○山本委員長 では、続きまして、陳情第１号 

社会的セーフティーネットの拡充に関する陳情書

を議題といたします。 

  最初に、近隣の状況につきまして、事務局から

説明をお願いいたします。 

  稲見書記。 

○稲見書記 （陳情第１号について説明。） 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  それでは続きまして、執行部でのこの陳情に

関して、どのような考えですか、お伺いいたしま

す。 

  課長。 

○成瀬社会福祉課長 お手元にちょっと配付しまし

た離職による住宅等にお困りの方に対する各支援

ということで、この陳情書の内容そのものがこう
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いった各種の支援が、ご覧になっていただければ

わかるんですけれども、物によってはハローワー

ク、物によっては地方自治体、または社会福祉協

議会というようなことで、これらを１カ所に集め

てやってはどうかというような趣旨のものという

ふうに考えております。これにつきましては、こ

の各種の制度につきましてはやはり昨年度、国の

第二次補正でこのような方々に対して各種の支援

をしていこうというようなことで、方針が打ち出

されたところでございます。 

  実際、昨年11月30日に国においては主要なハロ

ーワークにおいて、ワンストップサービスという

ものを試行という形で行いました。ハローワーク

のほうに社会福祉協議会の職員、市の生活保護担

当の職員が一緒に行って、流れ的に行くようにと

いうようなことでなされたものでございます。そ

ういった中で、その後の動きというものがなかな

か目立って動いていかないというのも実情でござ

います。 

  そういった中、厚生労働省からの情報でありま

すけれども、ハローワークに住宅生活支援のアド

バイザーというものを４月から置くというような

形が打ち出されてまいります。これにつきまして

はいわゆるセーフティーネットへのワンストップ

サービスを円滑に実施するための措置ということ

で、予算では12億円を計上したというふうに出て

おります。このアドバイザーの主な仕事でござい

ますけれども、利用者の方が受ける支援内容によ

って、ハローワークとか自治体とか、社会福祉協

議会というふうに分かれておるという形なもので

すから、このアドバイザーの方々が実施機関への

的確な誘導を行うというような内容のものでござ

います。 

  具体的には、例えば住宅手当をハローワークに

相談に行けば、ハローワークのほうから市役所あ

てに、こういう方が来ましたというようなことで、

文書が来る仕組みになっております。あわせて生

活保護の相談でこういう方がまいりますというふ

うになれば、生活保護の相談にかかわる確認表と

いうものが送られてくるというような形になって

おります。そんなことで、基本的にワンストップ

サービスというシステムそのものは大変結構だと

思いますけれども、市の職員もそちらに張りつい

ていなければならないというような事態も予想が

されます。そのようなことでありますので、この

ワンストップサービスそのものについては非常に

利用者の方々にとっては使い勝手のいいというふ

うには理解をしておるところでございますけれど

も、なかなか役所の体制として進めるというのは

難しい面もあるのかなというふうにはちょっと考

えておるところでございます。 

  それと、②の生活保護の制度の円滑な実施に向

け、国の責任において運用の改善、実施体制の確

保及び確実な財源保障ということでございますけ

れども、これを読ませていただいて、国の責任に

おいて運用改善、実施体制の確保という、ちょっ

と意味合いがなかなかわかりづらいもあったとこ

ろであります。あと、確実な財源保障というもの

は、先ほども申し上げておりますけれども、４分

の１をおいては、各地方自治体の一般財源を充て

ているというような形でございますので、これは

財源保障を国でやっていただければ、それに越し

たことはないというような形で現在考えておると

ころでございます。 

  以上でございます。 

○山本委員長 ありがとうございました。 

  それでは、委員の皆様の質疑、ご意見を許しま

す。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 質疑じゃないですが、意見ということ
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でお願いします。 

  今の経済雇用情勢につきましては、2008年の秋

ですか、リーマンショック以降ですね、非常に日

本の経済状況は大変厳しい状況ということでござ

います。また国においてこういう状況の中で本当

いろいろな経済雇用対策を実施しているところで

ございますが、生活の実感としては、なかなか私

たちに目に見える形で見えてきているという状況

ではないかと思っております。 

  そんな中で、昨年の10月から、先ほど執行部の

ほうからも説明がありましたが、こういう国の生

活対応しているということでございます。まさに

窓口のワンストップというのは本当厳しい人が、

あそこの窓口に行っていろいろなお願いをするの

にまた違う窓口に行くというのは、やはり市民に

とっては大変なことだろうと私は思います。ぜひ

市の職員のほうの対応はちょっと厳しくなるかも

しれませんが、基本的には非常に私は市民に向か

ってという意味では非常にいいことだと思います。 

  まずそれが１点、もう１つが生活保護の関係で

ございますが、ちょっとこの文書でちょっと読み

切れないというようなお話もあったんですが、特

に運用面については国は余り運用面にどうのこう

のという言い方は多分してないんだと思うんです

よ。以外にいろいろな生活保護の関係で、給付が

もらえなかったとか、さっき人見さんが言ったよ

うにもらっているのはおかしい。こんないろいろ

な問題があって、結構出ているところでございま

す。 

  特に運用面については、市町村の運用がかなり

大きく私は出ているんじゃないかと、このように

思っております。そんな中でやはりしっかり国が

運用面についても、市町村が非常に動きやすいよ

うな運用をやるのはいいことかなと思っておりま

す。 

  また、財源の確保についても大変今国としても

厳しい状況でありますので、まさに生活保護制度

というのは最後のセーフティーネットであります。

東泉議員から自殺のお話も、一般質問もありまし

た。やはり命を守るという大変大切な制度であり

ますので、国へのご意見を出すのはいいことだと

思います。 

  以上でございます。 

○山本委員長 ほかに質疑、ご意見等ございますで

しょうか。 

  菊地委員。 

○菊地委員 再度なんですけれども、ワンストップ

になったときの市の体制といいますか、そこが非

常に厳しいというんですけれども、そこのところ

をもうちょっと詳しくお知らせをしていただきた

いということと、市の財源の確保というんですか、

この辺のところの考え方をもう一度、すみません。 

○山本委員長 課長。 

○成瀬社会福祉課長 先ほど申し上げましたのは、

ハローワークがそこの全体的な相談の窓口になっ

ておりまして、そこに社協職員、市の生活保護担

当職員が詰めているというような状況になるかと

思います。お客様が来て、生活保護相談につなが

る方、またいわゆる貸し付けにつながる方という

ことで、人によってケース・バイ・ケースが考え

られます。そういったことで厳しいと申し上げた

のは、相談者が来てすぐ生活保護につながるケー

ス、つながらないケース、相談、このワンストッ

プサービスではそこで申請の受け付けというまで

は想定はしておりません。相談をまず受けるとい

うような形でございます。そういったことで、何

日間になるかわかりませんですけれども、ずっと

こう職員がそちらに行って詰めていなければなら

ない状況、この日に相談やって、何人かの相談者

がいらっしゃるからというふうな形でも、ある程
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度わかればその辺の対応というのは、ある程度可

能な部分があるのかなというふうには感じており

ますけれども、いわゆるいつどういう方が来るか、

なかなかわからない状況で職員をずっと貼り付け

ておかなければならないというところに若干の難

しさがあるのかなということで、お答えをさせて

いただいたものでございます。財源的なもののそ

れに対する補てんというものが特段、今のところ

示されておりません。 

○山本委員長 菊地委員、お願いいたします。 

○菊地委員 もう１点。この陳情については私はい

いんじゃないのかなというふうに思っているんで

すけれども、そういう中において今おっしゃった

市の職員のことですか、それから職員を張りつけ

ておくための財源的なことを、例えばここのとこ

ろに盛り込んで意見書を出すことができるのかど

うか。 

  市で今おっしゃるようなことが解決できれば、

私は何ら問題がないと思うんですね。やはり今言

うように当面、いつなるかわからないような日数

的に張りつけておくということは、きっと大変な

ことだと思うんですけれども、そういう保障等が

可能であれば張りつけることは可能なんじゃない

のかなというふうに思うものですから、やはり市

で新たに対応するためには、やはりそれなりのこ

とがこの中に盛り込まれていれば安心していられ

るのかなというふうな思いがあったものですから、

そういうものが可能であれば、私はいいんじゃな

いのかなというふうに思ったものですから。私の

意見です。 

○山本委員長 課長。 

○成瀬社会福祉課長 本市の場合にハローワークが

黒磯と大田原にあるわけですね。ですから、そう

いったところで両方で開催するという形になれば、

最低でも２名の職員がというふうなことも考えら

れますので、そういった面も含めてなかなか厳し

い、いわゆる人的な面からもということでの意見

として述べさせていただいたところでございます。 

  話出ていますけれども、市民の皆さんにとって

は一度で済む話でございますので、そこは本当に

いい試みというふうには考えております。 

○山本委員長 菊地委員。 

○菊地委員 矢板で採択されているんですけれども、

内容的にはどうなんでしょうか。 

○山本委員長 議事調査係長。 

○稲見書記 意見書案も同時に示されておりまして、

そのとおりに採択がされております。 

  まだ配っておりませんが、決定をしたら配ろう

と思っているんですけれども、その意見書案の中

には２つ項目がありまして、そして②といたしま

して、生活保護制度の円滑な実施に向け、国の責

任において運用の改善、実施体制を確保及び確実

な財源保障を行うことというふうに入っているの

で。 

○菊地委員 この分ね。今後ね。 

○稲見書記 はい。 

○菊地委員 あと１番は。 

○稲見書記 １番は、雇用と住居を失ったものに対

する総合支援策をワンストップサービスとして、

迅速かつ円滑に実施するために必要な事務の改善

と恒久的な制度化を行うと。 

○菊地委員 このとおりだね。 

○稲見書記 財源の部分は２のところには記述され

ているということだと思います。 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  ほかにご意見ございますか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 この陳情でありますけれども、確かに

市民にとっては大変窓口が４つも５つも受けなけ

ればならないというところから、ワンストップと



－59－ 

いうことで、非常に便利で、しかしながら、今執

行部の意見等を聞きますと、やはり人的な費用あ

るいは経費がかかるという話でありましたけれど

も、この陳情書、今言われるように、最終的に採

択された場合には意見書を出すと。その中にも当

然今読まれたように国の責任においてという部分

の運用の改善、あるいは財源確保をしようとする

ことというような文言の陳情書でありますので、

採択する分には何ら問題ないんではないかという

ふうに自分は思うわけです。 

○山本委員長 ほかにご意見、質疑ございますか。 

  菊地委員。 

○菊地委員 私も採択することには何ら問題がない

と思うんですけれども、その採択の経過の中で、

今、市の方からお話があったようなことはぜひと

もその中で述べていただきたい。そして文面的に

はこれでよろしいと思います、私は。 

○山本委員長 ほかにございますか。 

〔「ないです」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、質疑、ご意見等ないよう

ですので討論を許します。 

  討論ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、討論がないようですので、

採決いたします。 

  陳情第１号 社会的セーフティーネットの拡充

に関する陳情書を採択することにご異議ございま

せんでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、陳情第１号は全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

〔その他〕 

○山本委員長 それでは、次第にはございませんが、

社会福祉課所管から、その他何かございますでし

ょうか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○山本委員長 委員の皆様、何かございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  それでは、これで社会福祉課関連の審査を終了

いたします。 

  ここで、執行部交代のため暫時休憩といたしま

す。 

  ありがとうございました。 

 

休憩 午前１１時３７分 

 

再開 午前１１時４１分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１３号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 次に、子ども課関連審査を行います。 

  議案第13号 平成22年度那須塩原市一般会計予

算を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○荻原子ども課長 （議案第13号について説明。） 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  それではご説明だけでしたが、この後、１時ま

で昼食のため休憩したいと思います。 

  １時から再開したいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 

休憩 午後 零時１３分 
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再開 午後 零時５９分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

  先ほど、子ども課の一般会計予算の説明をして

いただきましたので、ここで委員の皆さんの質疑

をして、ご意見等をいただきたいと思います。 

  人見委員。 

○人見委員 52ページの２項４目の子育て支援費、

よく見てみますと、子育ての相談をしている利用

者、これはどの程度いるわけですか。予算的に

696万4,000円というのは何人位の臨床心理士等が

いるのか、この点について。 

○山本委員長 課長。 

○荻原子ども課長 まず利用状況ですけれども、子

育てサロンの利用状況についてお話したいと思い

ますが、20年度の実績としまして、開催場所がい

きいきふれあいセンターの常設サロンと出張サロ

ンあるいは公民館、保育園等の場所等で18カ所で

行っておりまして、開催日数が延べで897日、人

数にしますと延べで１万9,102人というような実

績でございます。 

  それから担当者、人数ですけれども、アドバイ

ザーの臨床心理士が１人でございます。そのほか

に保育士３人が臨時として担当しております。そ

れから正職員は所長を含めて４人の正職員を配置

しております。 

○山本委員長 人見委員。 

○人見委員 897人、延べ１万9,000人と、そういう

ことなんだけれども、常時出張所は18カ所は同時

じゃないと思うんだけれども、それぞれの地域の

中に行って、問題がある子どもに対する指導とい

う形だと思うんだけれども、実質そうした指導を

受けるために親子で、趣旨で行ったと思うんだけ

れども、そういう中でこういう傾向があるからと

いうことで、市のほうの審査というのか、そうい

う中で出された人が、完璧に100％出席して指導

を受けるという形になっているのかどうなのか、

そこら辺をちょっと。 

○山本委員長 課長。 

○荻原子ども課長 この子育てサロンというのは、

こちらが指名して通知して集めてというのではな

くて、利用希望者が自由に来ていただいてという

ようなことです。ですから子育てに関していろい

ろな悩みがあるとか、そういったことの相談に乗

ってあげる、あるいはそのサロンに集まって子育

て世代、親同士の交流を持つとか、そういうため

のサロンでございますので。 

○人見委員 じゃ、勘違いした。たまたま過去に、

行き成りでそういう政策というか指導を受けると

いう格好のあれがあって、たまたま紹介したこと

があるものだから、それがこういうふうな形にな

っているが、大変あれだなという感じがしたんだ

けれども、具体的にはおれが考えてしゃべってい

る人が全く違っているわけ。 

○平山保健福祉部長 いや、別のあれで、子育ての

中でもまたやっているんです。それはまたいいん

です。 

  サロンは一般の人がいろいろ来て、子育ての悩

みや相談やらを含めてやってもらう。そのほかに

またありますから、虐待とかも含めて。 

○山本委員長 課長。 

○荻原子ども課長 今部長が申したように、一般的

な子育ての相談業務のほかに、児童の虐待防止関

連の業務も行っておりまして、その虐待の通報が

あったときに、要保護児童対策地域協議会という

ような組織があるわけですけれども、そういった

ところの関係機関の担当者が個別定例会あるいは

個別ケース検討会ということで、そういう虐待の

おそれがあるというような情報に対しまして、ど
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ういうかかわりを持っていくかというふうな会議

を持って、児童相談所とか保健センターと関係し

て適切な対応をとっていくというような、そうい

う業務もやっております。 

○人見委員 それらの利用状態というのを。 

○山本委員長 課長。 

○荻原子ども課長 これ20年度の実績ですけれども、

一般の通告を受けたものが８件ございました。そ

れからそのほかに虐待の進行管理ということで、

決してその虐待通告を受けて、それで対応して、

それで終わりということではなくて、場合によっ

ては何年も継続してかかわっていかなくてはなら

ないという場合もありまして、その20年度１年間

でかかわった件数が全部で264件あったというよ

うな感じになってございます。 

  その中身ですけれども、まず通告があった８件

のうち、身体的虐待が１件、心理的虐待が４件、

それから育児放棄、ネグレクトが３件というのを

挙げてございます。それからずっとかかわってき

ていました264件ですけれども、身体的虐待が45

件、心理的虐待が83件、ネグレクトが130件、性

的虐待が６件というような内訳でございます。 

○山本委員長 ほかにございますか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 50ページの一番下の民間育児サービス

対策事業の関係と、あと52ページ、認可保育園の

運営費と建設費ですか、これについて補助金で出

しているのと、補助金かな、これ委託料ですかね、

こういう基準というのがあるのかどうか。あるん

でしょうけれども。ちょっとその辺、詳しくです

ね。 

○山本委員長 課長。 

○荻原子ども課長 まず建設費ですけれども、民間

の認可保育園の建設費に対しましては、建物本体

に対しまして国の基準があります。その面積とか

定義とか、それに合わせて基準ができていまして、

建設費そのものではなくて国の基準なっておりま

す。失礼しました、少々待ってください。 

  国は補助基準額に対し国が２分の１でございま

す。市が２分の１ですよね、国と同額という形で。 

○眞壁委員 全額建築費ができたときに、それで賄

ってしまうというわけじゃないですよね。 

○荻原子ども課長 違いますね、はい。 

○眞壁委員 それがどれぐらい、大体言ってもらえ

ますか。ちょっとイメージ的に。 

○小泉子ども課長補佐 全体の事業費でいくと、補

助、国が３分の１、市が３分の１、それから事業

者が３分の１というぐらいの理解、費用負担分に

なります。 

○山本委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 あと委託料になっていますよね、これ。

この関係というのはどういう基準というか。 

○山本委員長 課長。 

○荻原子ども課長 これも国の基準がありまして、

年齢ごとに基準があります。保育単価としまして、

基本額としてゼロ歳児が15万1,620円、それから

１、２歳児が８万9,510円、３歳児が４万2,950円、

４歳児以上が３万6,740円。これも定数、定員に

よって差がございますが、それからその地域によ

って採暖、暖房費ですね、そういったもの、ある

いは寒冷地加算であるとか、事務職員の加算、主

任保育士の加算、そういった基準がありまして、

年間の運営費としての金額が出まして…… 

〔「国、２分の１」と言う人あり〕 

○荻原子ども課長 国が２分の１ですね。失礼しま

した。その基準金額に対して国が２分の１のとい

うようなことで、市が４分の１になります。 

  失礼しました。その基準額から保育料、それが

交付されますので、保育料も市のほうの財源とし

て充てられます。 



－62－ 

○山本委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 そういう形でいろいろ市からも出てい

るんですけれども、その中で運営に対してのチェ

ックというか、こういう機能というのはどんな形

なっているのか。特にさっき言った無認可保育園

なんかのチェックというのはどういう形でやって

いるのか。 

○山本委員長 課長。 

○荻原子ども課長 これは今、県のほうで毎年定例

的に指導監査というのがありまして、仕事のそこ

に立ち合いまして、実際の保育の内容あるいは書

類上の件ということですね、その施設の基準とか、

そういった件とあわせてチェックを行っておりま

す。 

  無認可保育園ほうにつきましては22年度から市

のほうに認可事務が来ますので、今度は市が直接

行うことになります。 

○山本委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 そういうところで問題が、今まで何か

起きましたか。 

○山本委員長 課長。 

○荻原子ども課長 ほとんど県からの指導はその場

合で口頭であったり、あるいは文書での指導があ

りまして、ほとんどのものはその後、改善計画な

り、改善したというような報告があります。ただ

一部で何度か同じような指摘を受けたにもかかわ

らず、改善が見られないところも一部にはござい

ます。 

○山本委員長 ほかに。 

  菊地委員。 

○菊地委員 53ページの母子福祉費の中の交付金、

母子家庭高等技能訓練促進費等給付とありますけ

れども、この内容はどのような内容で、また期間

的にどれぐらいの期間をやるのかということと、

それから塩原幼稚園の111ページ、備品購入費の

機械器具費の中のＡＥＤ、除細動器、これ等と書

いてあるので、ほかのやつも、きっと購入するん

じゃないかと思いますけれども、この場合のＡＥ

Ｄというのは幾らと見ているのか。 

  ちょっとその２点だけ。 

○山本委員長 課長。 

○荻原子ども課長 幼稚園の備品のほうからお話し

ますが、１台分で18万9,000円を見込んでおりま

す。これは保育園の単価と同じ中身です。 

  それから53ページの母子家庭高等技能訓練促進

費ですけれども、これにつきましては母子家庭の

自立支援というのが目的でございまして、就労す

るために専門的な資格を取得して、その就労の手

助けをするというようなことで、その資格習得の

ためのカリキュラムを２年以上、行政機関等で就

業する場合、その期間の生活援助するための給付

金ということでございます。それで、修業の期間

が最高３年までになっています。 

  金額ですけれども、市民税の非課税世帯につき

ましては月額14万1,000円、課税世帯にありまし

ては７万500円ということで、これが最高３年ま

でというような形で、それからもう一つその中に

就学支援終了一時金ということで、修業期間が終

わったときに、市民税非課税世帯に対しては５万

円、課税世帯に対しては２万5,000円を支給する

というようなのが主な中身でございます。これに

対して４分の３の国庫補助がございます。 

  あと研修資格なんですけれども、どういった資

格があるかということなんですが、看護師又は准

看護師ですね。それから介護福祉士、保育士、理

学療法士、作業療法士が対象の資格となっており

ます。 

○山本委員長 菊地委員。 

○菊地委員 ちょっと１点だけ、すみません。 

  この除細動器ですか、これ18万9,000円と見て、
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保育園と同じだというんですけども、保育園は15

台入れるということでよろしいですか。 

○荻原子ども課長 公立の保育園15台、全部入れる

予定でございます。 

○山本委員長 菊地委員。 

○菊地委員 この除細動器の保育園の15台分のＡＥ

Ｄは238万5,000円と聞いたんですけれども、これ

は間違っているの。違いますか、幾らですか。 

○山本委員長 課長。 

○荻原子ども課長 283万5,000円です。 

○菊地委員 はい、わかりました。 

○荻原子ども課長 先ほど説明が間違っていたんで

す。すみません、申しわけございません。 

○山本委員長 菊地委員。 

○菊地委員 238万5,000円と聞いたものだから、計

算したら15万幾らになって、18万幾らにならない

んだよね。だから今ちょっと確認したんです。 

  以上です。 

○荻原子ども課長 すみませんでした。失礼しまし

た。 

○山本委員長 ほかにございますでしょうか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 今そのところをまさに聞こうとしてい

たんですよ。4,000円ほど差額があったものです

から。除細動器に関しては一括で購入したほうが

安いんだというのは、前回の教育の学校の関係で

もそう言われていたので、一緒にあれしたんだな

という感じで納得しました。 

  ページ51ページの、参考にお聞きをしたいんで

すが、子育て助成事業支給指定ごみ袋ですね、昨

年から市独自で事業を開始したわけでありますけ

れども、その際にもやはり２歳児以下ではおむつ

が取れないんじゃないかというような指摘を３人

の議員さんが、同じ全協の中で質問をしたんです

が、これ１年たってみて、やはり窓口で受け取り

に来た親御さんの意見としては、こういう部分は

出なかったんでしょうか、支給に当たって。３歳

までじゃないんでしょうかとか、そういうような。 

○山本委員長 課長。 

○荻原子ども課長 窓口では若干そういう声も聞か

れたということです。 

○山本委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 確かに身近に保育園なんかもいろいろ

かかわりがあるものですから、いろいろ見てみる

とやはり２歳児でおむつが取れるというのは余程

の子じゃないと、３歳児のなれば今度４歳児でと

いうのはなかなか個人差になってきますけれども、

その辺もし今後、そういう意見が多いようでした

ら検討してもらえればという意見を添えて質問を

終わらせていただきます。いいです。 

○山本委員長 ほかにございますでしょうか。 

  よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、質疑、ご意見等ないよう

ですので、次に討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論がないようですので、これで討

論を終了いたします。 

  採決いたします。 

  議案第13号 平成22年度那須塩原市一般会計予

算を原案のとおり可決すべきものとすることにご

異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、議案第13号は全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

  大変ありがとうございました。 

〔その他〕 

○山本委員長 次に次第にはございませんが、子ど

も課所管から何か、その他ということでございま

すか。 
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○山本委員長 課長。 

○荻原子ども課長 昨年11月19日の全員協議会にお

きまして、ご説明したゆたか保育園の認可に関し

てですけれども、これまで移管先の事業者の公募

をしまして、選定作業を進めてまいりました。現

在、移管先事業者を選定しましたので、その件に

つきまして今度19日ですか、全員協議会がござい

ますので、その場でご説明申し上げたいと思って

おります。 

  応募事業者公募の結果、３事業者ございまして、

学校法人あけぼの学園、あけぼの幼稚園ですね、

社会福祉法人那須若葉会、これはひばりヶ丘保育

園です。それから学校法人黒磯幼稚園、これは黒

磯幼稚園ですね。この３事業者の応募がございま

して、選定した結果、学校法人あけぼの学園が選

定されたというような感じでございます。 

  運営主体としてはあけぼの学園そのものが運営

主体になるわけではなくて、新たに社会福祉法人

を設立することになっていまして、そこが運営主

体というような形になります。今後のスケジュー

ルですけれども22年度１年間を引き継ぎ期間とい

うことに定めまして、23年４月１日から私立のゆ

たか保育園が運営開始になるというふうな形で現

在進めております。 

  以上です。 

○山本委員長 一応今月ということですが、何かご

ざいますか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 まさに今、私のほうのその他で、それ

を聞こうと思っていたところ、ひばりヶ丘でなく

て、あけぼののほうになるということですよね。

これは前回の説明では10年間、土地に関しては無

償ですよね。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○齋藤委員 その10年以降は、できれば買い上げて

いただきたいという条件なんですよね。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○齋藤委員 わかりました。うちのほうもちょっと

手を挙げたんですが、途中でおろさせていただい

たというのは、その辺がちょっとネックにかかっ

たものですから。わかりました。 

○山本委員長 課長。 

○荻原子ども課長 10年後ですね。できれば買い上

げていただく。それが難しいということであれば

有償での貸し付けとなってございます。 

○山本委員長 このほかのほうは、それでよろしい

ですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○山本委員長 委員の皆様、何かその他でございま

すでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、これで子ども課からの審

査は終了いたします。 

  ここで、執行部交代のため暫時休憩といたしま

す。大変ありがとうございました。 

 

休憩 午後 １時２５分 

 

再開 午後 １時２９分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１３号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 高齢福祉課関連の審査を行います。 

  議案第13号 平成22年度那須塩原市一般会計予

算を議題といたします。 



－65－ 

  最初に執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○鮎瀬高齢福祉課長 （議案第13号について説 

 明。） 

○山本委員長 それでは説明が終わりましたので、

委員の皆様から、質疑、ご意見等をお受けいたし

ます。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 48ページで創作館の解体工事なんです

が、これ高林ですよね。 

○山本委員長 課長。 

○鮎瀬高齢福祉課長 高林にある高齢者創作館、昨

年で条例を廃したというような内容です。 

○山本委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 跡地とかの利用というのは、これは考

えていますか。 

○山本委員長 課長。 

○鮎瀬高齢福祉課長 昔あそこに高林の支所があっ

て、その後に森林組合が入って、そこの駐車場等

になるのかなと。市有地なるんですけれども、特

別何をつくるということは考えておりません。 

○山本委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 敬老事業のほうの関係なんですが、祝

い金とか記念品、年々これ増加している、人がふ

えるということでありますが、今後こういう多分

増加傾向がずっと続くわけなんですが、今後どの

ように考えているか。これ１点。 

  あと、敬老会の運営費も出ていると思うんです

が、この運営費についてはバラバラなんだと思う

んですけれども、どういう形で補助しているか、

人に計上しているのか、それとも自治会というか、

そういうところに補助しているのか、その辺。 

○山本委員長 課長。 

○鮎瀬高齢福祉課長 この祝い金、確かに去年と比

べると77歳の方が10人ほど、それから88歳の方が

80人、100歳の方も何人か、それで現在高齢化率

なんですけれども、大体19％の後半で、大体５人

に１人の方が高齢者の方。これが今団塊の世代、

私今団塊の世代の最後なんですけれども、私が平

成27年に65歳になるんです。そのときには高齢化

率が一応うちのほうの推計でも大体24.7ぐらいま

で行くのかなと。４人に１人です。私が後、それ

から10年たったら75歳、そこが平成37年ですね、

そういうふうには、ちょっと今推計はしてはない

んですけれども、これはやはりふえていくという

のは。 

  そういった意味ではこれについても先ほど報奨

金のほうで説明させていただいたんですけれども、

高齢者福祉事業に関する懇談会をやるということ、

これについては、いわゆる介護保険外の在宅サー

ビスについてということで、これ敬老会も含めて

ちょっと皆さんのご意見を聞いて検討させていた

だきたいというようなことがあります。 

  したがって、敬老会については、それでよく市

民の方からも75歳でどうなのというようなことを

僕は。それから祝い金に関しても平均寿命が男79

で、女の人が、めでたいことなんですけれども84

歳。77歳についてはできないかなと。その辺でお

祝いすることは非常にいいことで、本当に見習い

たいなという感じで、目指したいなとも思うんで

すけれども、それも含めてこんな会議で意見を聞

きながら、一応１年かけて意見を聞いてまとめて、

２年目にできることはやる。その翌年に一応条例

改正したい。毎年かけて見直したいというふうな、

そういった思いがあるというようなことで、その

中で検討させていただくというようなことでござ

います。 

  もう１点目、敬老会の運営補助なんですけれど

も、今これは人数１人について幾らというふうな

ことで、１人頭2,000円の補助ということで、こ
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れについては申請していただいて、そして検討さ

せていただくというような形をとってございます。 

  以上でございます。 

○山本委員長 ほかにございますでしょうか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 49ページのグループホームと小規模多

機能型の建設の補助金の関係でありますが、これ

について一応基準とか、そういうものはあればお

聞きしますが。 

○山本委員長 課長。 

○鮎瀬高齢福祉課長 グループホームと小規模多機

能につきましては、基本的には特別養護老人ホー

ムをつくる場合には、社会福祉法人でなくてはだ

めだよというふうにはなっているんです。これに

ついてはグループホームと小規模多機能について

は営利法人であっても参入できるというふうなこ

とで、特別基準というのはございません。 

○眞壁委員 補助金を出す基準といいますか。 

○鮎瀬高齢福祉課長 これは補助金につきましては、

いわゆる地域密着型サービスを１カ所つくる、で

すから、例えば小規模多機能型居宅介護事業所に

ついては、いわゆる公表単価が2,625万円という

ふうなことになってございます。グループホーム

についても同じ単価でございます。これがいわゆ

る基準単価というふうなことでございます。 

  それと、去年までは一応１カ所1,500万円だっ

たんですけれども、今回は国のほうから、緊急整

備というふうな絡みがありますので、1,500万の

1.75倍、これが2,625万なんです。これを出すと

いうようなことで、うちのほうで１件受け入れま

して、その金額をいわゆる整備した事業所のほう

に交付するという形になってございます。 

○山本委員長 ほかに質疑、ご意見等がございます

でしょうか。 

  ないですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、質疑、ご意見等ないよう

ですので、これで終わりにして、討論を許します。 

  討論ございませんか。 

〔「ないです」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論がないようですので、討論を終

了いたします。 

  採決いたします。 

  議案第13号 平成22年度那須塩原市一般会計予

算を原案のとおり可決すべきものとすることにご

異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、議案第13号は全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１７号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 続きまして、議案第17号 平成22年

度那須塩原市介護保険特別会計予算を議題といた

します。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○鮎瀬高齢福祉課長 （議案第17号について説

明。） 

○山本委員長 説明が終わりました。 

  ここで、10分間休憩いたします。この時計で２

時10分に再開いたします。 

 

休憩 午後 ２時００分 

 

再開 午後 ２時１３分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を
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再開いたします。 

  説明が終わりましたので、委員の皆様、質疑、

ご意見等ございましたら、お願いいたします。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 介護保険については、きょうちょっと

読売新聞を見ていたら、ちょうど10年間、始まっ

てから。いろいろな問題があるんですけれども、

まず、この10年で介護費用というか、これが３倍

ぐらいになっているのかなと思っております。今

そういう形の中で、今後の介護の、これちょっと

難しいかもしれないんですよ、部長にお答えいた

だきたいと思います。今後どんな形になっていく

のかという、ちょっと情景的、考えがあればお伺

いしたい。 

  もう一点が第４期の介護保険の事業計画に何か、

23年度まで進んでいると思うんですけれども、こ

の辺の関係の進捗状況とか、２点お願いします。 

○平山保健福祉部長 非常に難しい、今質問されま

して、介護保険10年間行きましたが、以前は例え

ば特別養護老人ホーム等につきましては処置制度

という制度がありまして、行政処分ということで、

やってたんですね。それが今度保険制度に変わっ

て、やってきたわけですけれども、みんな保険料

を出し合って支えましょうということで、国も金

を出すということでやったんですけれども、なか

なか最初のうちは定着しなかったというのが実態

だと思いますが、そういう意味では定着はしてい

ると思います。かなり介護サービスを使っている

という意味では定着はしていっていると思います。 

  ただ、一方では高齢者が今65歳では２万二、三

千人が那須塩原市でいますので、先ほど高齢福祉

課長のほうが言ったように、間もなくすると団塊

世代に入ってきますので、相当な高齢化率になっ

て75歳以上は物すごい人数になってくるというの

とを踏まえますと、このまま介護保険制度があと

10年後にどうなるのかというのは、ちょっと私も

想像ができないくらいの数字になってくるんじゃ

ないかなという気がしますが、ただ一方では元気

老人というか、そういった元気老人対策をしなが

らなるべくその介護も、あるいは病院にも余りか

からなくても済むというような、確かに一番いい

わけですから、そういったものも、施策も進めな

がらやっていくしかないというふうに思っていま

す。ただ、相当先までは私のほうでも何とも言え

ません。 

  第４期の計画の関係は課長から。 

○山本委員長 課長。 

○鮎瀬高齢福祉課長 一番のあれは給付関係なんで

すけれども、先ほど説明したとおり約３％を全国

的にふえているという、給費の話。これについて

は順調に進んでいるのかなというふうに考えてい

ます。 

  それともう一点、介護サービスの基盤整備なん

ですね。これは総量規制といって、当然それ計画

の中で、こんだけだよといった形で規制するとい

う内容なんですけれども、第４期の計画では地域

密着型のサービスの整備というふうなことで、平

成22年度なんですけれども、平成21年度について

は基盤整備は行わないと。計画では平成22年度に

認知症対応型共同生活介護、これが２カ所、それ

から小規模多機能型居宅介護、これが３カ所をや

りたいというふうなことで、合わせると５カ所の

なるんですけれども、これを考えています。 

  実際この当初予算で計上させていただいたんで

すけれども、実質的に認知症生活共同介護が１カ

所、小規模多機能が２カ所ということで、グルー

プホームそれから小規模多機能型１カ所ずつ、こ

れ整備が22年度はできないというんですね。ちょ

っと今の事務費としてはできないということなん

で、これについては平成23年度に整備したいとい
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うようなこと、あわせて考えたいなというふうに

考えています。 

  そういった意味で平成23年度については同じく

認知症生活共同介護が２カ所、それから小規模多

機能居宅介護が２カ所、この４カ所を地域密着型、

平成23年でやりたいということなんですけども、

22年度整備ができないので、それぞれ１カ所ずつ、

23年度に延ばして、再度整備したいという形で考

えております。そういった意味で計画上では平成

23年度にグループホームもそれから小規模多機能

も２、２ですけれども、３、３でやりたいという

ふうに考えてございます。 

  それともう一点目、平成23年度に地域密着型の

特別養護老人ホーム、これをつくりたいというふ

うに考えております。これについては地域密着型

ということなんで、広域型は50人とか60人という

ことなんですけれども、これは29人にという、こ

れを２カ所やるというふうに考えてございます。

それについては22年度中に、その準備を進めてい

くというふうに考えてございます。そういった意

味では、この３期中に今期末には進めたいという

ふうな形で推進したいというふうに考えてござい

ます。 

  以上でございます。 

○平山保健福祉部長 地域密着型の特養は塩原市の

方だけが使うということですから、よそから入っ

てこないという。 

○山本委員長 が、29人が…… 

○平山保健福祉部長 29人の２カ所で58人分。第４

期計画上で整備するんですが、第５期からオープ

ンになりますから、保険料的には第５期から反映

になるんですね。23年度に整備でして、24年４月

以降オープンになりますので、保険料にいわゆる

何というんですか、開設していないものですから、

まだ。第４期中は。だから開設は第５期から開設

になります。整備は第２期というふうになります。 

  特養を整備しますと、保険料が上がってくるん

です、やはりどうしても。介護報酬がぐーんとか

かります。 

○山本委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 今特養の関係は地区的にはどの辺に関

係あるの。 

○山本委員長 課長。 

○鮎瀬高齢福祉課長 地域密着に関してははそれぞ

れ生活圏を指定して、西那須野地区とかは高林地

区になるんですね。これ特養に関しては那須塩原

市内全域、これを対象にするということで、どこ

であっても設置場所についてはうちのほうでは規

制しないというふうに存じ上げます。 

  ただ昔のいわゆる特別養護老人ホームは山の上

のあさってほうにありますから。これは地域の方

と密接な濃密な関係をつくるというのが前提なの

で、一応そういうことで、50戸連担ということで

50メートルに50戸の建物があるということが前提

になる。町の中につくっていただいて、何かあっ

たときには消防関係でも何でも地域の方に助けて

いただきながら、いろいろ消防活動ができたらい

いなとか、それは極端な話になってしまうんです

けれども、そういうようなことも踏まえて地域の

中で仲よく、それで自分の家みたく、生活してい

ただくというのが今の流れ、これは一番大事なこ

とだと思います。 

○山本委員長 ほかにございますでしょうか。 

  菊地委員。 

○菊地委員 これはちょっと159ページの権利擁護

事業費の補助金のことなんですけれども、高齢者

虐待防止会議、出席者謝礼がよくわからない、意

味が。出席者謝礼というの。 

  ２項３目権利擁護事業費、高齢者虐待防止会議

出席者謝礼。 
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○山本委員長 課長。 

○鮎瀬高齢福祉課長 これは地域支援事業の中の大

きな項目として、いわゆる高齢者の方の認知症の

方のためで、その中で、当然これケース別に、例

えば虐待等が出てきたときに、当然その方にとっ

て、どんなことが必要かというふうなことで、そ

れぞれの担当者が集まる、例えば保健師さんとか、

専門家ですね、保健師さんとか、それから必要に

応じて県北健康福祉センターの保健師さんとか、

それからあと、地域包括支援センターの社会福祉

士の方とか、それから当然市のほうの担当者も入

ります。それとあと、ケースごとの担当者された

主治医の方等も入ってきて、どうするか、そんな

ことも検討する内容は、そういったような会議

をいわゆるケースカンファレンスになるんです

けれども、それに対しての主治医の方の出席者

の謝礼、同じケース主治医の方の報償費という

んですか、そういった方ですね、ドクターの方

の出席というようなことで、計上させていただい

たというふうなことでございます。これについて

は一応お一人分で、お金を見込んだというふうな

形なんです。 

  以上でございます。 

○山本委員長 菊地委員。 

○菊地委員 これ、お医者さんの謝礼ということ、

なんですか、 

○山本委員長 課長。 

○鮎瀬高齢福祉課長 はい、そうです。 

○山本委員長 菊地委員。 

○菊地委員 こういう場合の謝礼って、こういう…… 

  これはずっとあれですか。じゃ、これは前から

あったんでしょうから、前年もこういう形で出て

いる。 

○山本委員長 課長。 

○鮎瀬高齢福祉課長 前年同額ということで、報償

費ということで計上されております。 

○山本委員長 菊地委員。 

○菊地委員 報償費はわかるんですけれども、その

内容。高齢者虐待防止会議出席者謝礼、これで前

年も出てたんですかということを聞いているんで

す。 

○山本委員長 課長。 

○鮎瀬高齢福祉課長 そのとおりですけれども、実

際にドクターも招いて、ケースカンファレンスは

しなかったものですから、出席はゼロになると思

います。 

○山本委員長 部長。 

○平山保健福祉部長 虐待を受けている方の高齢者

の主治医からの、会議に出でていただいて、この

状況を聞くということで、だから21年度は今のと

ころはないというんですね。そういう状況はなか

ったということになんですね。 

○菊地委員 わかりました。 

○山本委員長 ほかにございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、質疑、ご意見等ないよう

ですので、これで終了いたし、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論がないようですので、討論を終

了いたします。 

  採決いたします。 

  議案第17号 平成22年度那須塩原市介護保険特

別会計予算を原案のとおり可決すべきものとする

ことにご異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、議案第17号は全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第32号 那須塩原市シニアセンター

条例の一部を改正についてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 
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  課長。 

○鮎瀬高齢福祉課長 （議案第32号について説 

 明。） 

○山本委員長 説明が終わりました。 

  質疑、ご意見等はございますか。 

  ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、質疑、ご意見等がないよ

うですので、これで質疑、ご意見等は終了いたし

ます。 

  討論を許します。 

  ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論を終了いたします。 

  それでは、採決いたします。 

  議案第32号 那須塩原市シニアセンター条例の

一部を改正についてを原案のとおり可決すべきも

のとすることにご異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、議案第35号は全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

  大変ありがとうございました。 

〔その他〕 

○山本委員長 次第にはございませんが、高齢福祉

課所管から何か、その他ということでございます

でしょうか。 

〔「特別ございません。」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、高齢福祉課長の鮎瀬さん、

今年でご退職ということでございますので、ここ

で一言ごあいさつをお願いいたします。 

○鮎瀬高齢福祉課長 （挨拶。） 

○山本委員長 委員の皆様、何かございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、これで高齢福祉課関係の

委員会審査を終了いたします。 

  ありがとうございました。 

  ここで、執行部交代のため暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時２５分 

 

再開 午後 ２時２７分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１３号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 保健課関連の審査を行います。 

  議案第13号 平成22年度那須塩原市一般会計予

算を議題といたします。 

  最初に執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○斎藤保健課長 （議案第13号について説明。） 

○山本委員長 説明が終わりました。 

  委員の皆様、質疑、ご意見等ございますでしょ

うか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、質疑、ご意見等、ないよ

うですので、これで終了いたします。 

  討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論がないようですので、討論を終

了いたします。 

  採決いたします。 

  議案第13号 平成22年度那須塩原市一般会計予

算を原案のとおり可決すべきものとすることにご

異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○山本委員長 では、議案第13号は全員異議なく可

決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１４号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 それでは、次に、議案第14号 平

成22年度那須塩原市国民健康特別会計予算を議題

といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  はい。 

○齋藤保健課長 説明を求めます。 

  課長。 

○荻原子ども課長 （議案第14号について説明。） 

○山本委員長 説明が終わりました。 

  ここで10分間休憩いたします。10分後に再開い

たします。 

 

休憩 午後 ３時０７分 

 

再開 午後 ３時１６分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

  説明が終わりましたので、質疑、ご意見等ござ

いますでしょうか。 

  松田委員。 

○松田委員 ○○○○○○○○○○○○○○○。 

○平山保健福祉部長 ○○○○○。 

○松田委員 ○○○○○○○○○○○○○○○。 

○山本委員長 ○○○○○。 

○齋藤保健課長 ○○○○○○○○○○○○○。 

○平山保健福祉部長 その絡みですが、高久議員の

一般質問のときにも何度か言っているんですが、

もともと国保というのは社会保険に加入しない自

営業者の方ですとか、農業とか、商売をやってい

る方ですとか、お医者さんとか、自営業者を対象

にしているんですね。今でもそうなんですが、た

だ現状はどうかというと、無職無収入の人も入っ

ている。要する社会保険に入ってない人は基本的

に全部国保なんですよね。そんなような状況で財

政基盤的にはものすごく脆弱になってしまったん

ですね。ほとんど保険料が入らない人が、入って

いるというふうな状況になっていまして、このま

まいくと、国保という制度そのものは破綻してし

まうのではないかというような危惧をされていま

して、例えば市町村、今保険者というのは市町村

単位なんです。県単位で保険者を結ぶとか、後期

高齢者医療も含めて立体的にやるかというか、今

国のほうで検討するということになっていると思

いますが、全体的には現状のままでいくと、何し

ろ収入のない人が多いというのが現状ですから、

社会保険を離脱した人は国保に入らないと、医療

保険に入れない、どこかに入りますんで、そんな

ような現状でちょっと、国での収入という財政面

で、今は非常に厳しいという状況になっています。 

  以上です。 

○山本委員長 よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○山本委員長 ほかに。 

  松田委員。 

○松田委員 高額医療制度なんですけれども、あれ

は何年間か申請してないと、だめになってしまう

という、時効というのはあるんですか、あれは。 

  何年。 

○齋藤保健課長 ２年でしょうか。 

○松田委員 ２年前に申請だけしておけば、それが

３年後、もしなった場合には払っていただける。

申請だけしておけば大丈夫だということですか。 
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○平山保健福祉部長 高額医療費というのは、例え

ば今言った心臓疾患等で500万とか1,000万かかる

場合があるんですね。保険適用で３割負担だとい

っても、相当な金額を１回払わなければいけない。

それを最低金額を超した部分が戻ってくるもので

すから、費用負担が生じてから申請が来る。申請

すればそんなには時間がかからないで戻ってくる。

その何年後がかわからないです。 

○山本委員長 課長。 

○齋藤保健課長 あと個人の高額医療ということで、

月で一定額超えた場合についてはそれ以上かから

ないで、あとは戻るという高額医療の給付がある

んですが、それについてはレセプトを上げた段階

で自動的に計算されますので、それについては後

で、２カ月ぐらいかかりますけれども、自動的に

戻る。 

○松田委員 わかりました。 

○山本委員長 ほかに質疑、ご意見等ございますか。 

  東泉委員。 

○東泉委員 今、課長のほうから最高1,000万高額

医療費、被保険者がかかるお話がありましたけれ

ども、今まで過去に１人で年間年額かかった金額

というのはどのぐらいあったものなんでしょうか。 

○山本委員長 課長。 

○齋藤保健課長 最近見たのではそれ1,000万ぐら

いのものです。大体。 

○東泉委員 それがお話があったような心臓関係と

か。 

○齋藤保健課長 心臓関係ですか、大体そうですね。 

○山本委員長 ほかにございますか。 

  齋藤（寿）委員。 

○齋藤（寿）委員 じゃ、先ほど説明があった132

ページの特別調整交付金の319万8,000円なんです

が、これはどのような方法で周知していくんでし

ょうか。 

○齋藤保健課長 財政調整交付金の…… 

○齋藤（寿）委員 そうです。それの２項１目の特

別調整交付金、これメタボ対策ですよね。これを

受診を促すという意味合いの予算というか、歳入

予算ですよね。それはどのようにして周知、すべ

てをするのかというのかいうことです。 

○山本委員長 課長。 

○齋藤保健課長 一応ダイレクトメールで受診して

ない方、対象者を把握しておりますので、そうい

った方について受診を勧奨したり、それから各種

健診の場所でもＰＲといったことでやっています。 

○山本委員長 齋藤（寿）委員。 

○齋藤（寿）委員 それでは、このメタボ健診の対

象者、数と受診を受けてないという、ダイレクト

メールをさらに出すという人数をお聞かせ願いた

いというふうに。 

○山本委員長 課長。 

○齋藤保健課長 ちょっと調べて。 

○山本委員長 ほかに、質疑、ご意見等。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 今のところの財政調整交付金ですか、

の中の普通調整交付金、今回１億1,000万円ぐら

いふえているんですけれども、これに関して、先

ほどちょっと説明を聞いたんですが、これを納得

いかなかったというか、わからなかったので、も

う一度ちょっとどういう形で増加になっているの

か、お願いしたいと思います。 

○山本委員長 課長。 

○齋藤保健課長 これについては国庫支出金なんで

すが、各市町村間、国内の市町村間の国民健康保

険の高齢者の率とか、それから所得の差ですね、

そういったもので下がると、そういう不均衡を是

正するために交付されるということで、医療給付

費の100分の９程度が国庫負担されるところなん

ですね。100分の９ぴったりじゃなくて、程度と
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いうことで、若干そんなんで医療調整率が入って

くるということなんですが、そういうことで金額

も多いものですから、多少ずれるということでご

ざいます。 

  それから税収の収納率が84％を下回ると減額措

置をされるという、ペナルティといいますか、と

ころもありますので、若干、国のそういった裁量

といいますか、そういったものもちょっとかかっ

てくるので若干減ったものです。 

○眞壁委員 今回、これ減っているんでしたか。 

○齋藤保健課長 ふえています。 

○眞壁委員 ふえていますね。１億1,000万ぐらい。 

○齋藤保健課長 増加ですね。 

○眞壁委員 増加ですよね。 

○齋藤保健課長 ええ。 

○眞壁委員 要は財政がかなり厳しいところに、国

がそこにお金を補てんしてくれるというような意

味合いですかね、これは、そうすると。市町村間

のを見て。そんなイメージで。 

○齋藤保健課長 そうですね、はい。 

○山本委員長 ほかにございますか。 

  課長。 

○齋藤保健課長 先ほどの委員の質問に対しまして

なんですが、齋藤委員からの。特定健診の対象者

が２万４,543人です。受診したのは35.9％。これ

は22年１月付でございます。１万5,000人の方に

通知を差し上げる。 

  以上です。 

○山本委員長 ほかに質疑、ご意見等ございますで

しょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、ないようですので、質疑、

ご意見等を終了いたします。 

  討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 では、討論はないようですので討論

を終了いたします。 

  採決いたします。 

  議案第14号 平成22年度那須塩原市国民健康保

険特別会計予算を原案のとおり可決すべきものと

することにご異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、議案第14号は全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１５号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 続きまして、次に議案第15号 平成

22年度那須塩原市老人保健特別会計予算を議題と

いたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○齋藤保健課長 （議案第15号について説明。） 

○山本委員長 説明が終わりました。 

  質疑、ご意見等、質疑等ございますでしょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、ないようですので、質疑、

ご意見等はこれで終了いたします。 

  討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論もないようですので、討論を終

了いたします。 

  では、採決いたします。 

  議案第15号 平成22年度那須塩原市老人保健特

別会計予算を原案のとおり可決すべきものとする

ことにご異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、議案第15号は全員異議な
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く可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１６号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 続きまして、次に議案第16号 平成

22年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計予算を

議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○齋藤保健課長 （議案第16号について説明。） 

○山本委員長 それでは説明が終わりました。 

  質疑、ご意見等ございますでしょうか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 後期高齢者医療制度につきましては国

のほうでもいろいろ今言われていて、そういう国

からの説明的なものは何か来ているかどうか。 

○山本委員長 課長。 

○齋藤保健課長 現在流れています国のほうでやっ

ています検討会議、それについてのものが流れて

くるということですが、正式なものではなくて、

現在の進みぐあいということです。国のほうは22

年中、今年中に方向性を決めて、22年度末に法制

化をして、準備期間をして、25年度か新しい制度

に変わるということですが、今のところまだはっ

きりしたものは出ておりません。ただ年齢で区分

けするものはやめるという話が出ておりますとと

もに、国民健康保険の広域化する、県レベルに広

域化するといったものと並行した形で論議が進め

られているようですので、その辺が一体化するも

のなのかなという感じは持っているんですが、具

体的なものについては、まだこれからという内容

です。 

  以上です。 

○山本委員長 ほかにございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、質疑、ご意見等がないよ

うですので、これで終了いたします。 

  討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論がないようですので、討論を終

了いたします。 

  採決いたします。 

  議案第16号 平成22年度那須塩原市後期高齢者

医療特別会計予算を原案のとおり可決すべきものと

することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、議案第16号は全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

  ありがとうございます。 

〔その他〕 

  それでは、次第にはございませんが、保険課所

管から何か。 

  課長。 

○平山保健福祉部長 ２月18日に議員全員協議会の

おりに、年金の損害賠償事件、それの当日に判決

が出たものですから、速報というか、こういうこ

とで一部敗訴という判決が出たというお話をした

んですが、その結果につきまして19日の議員全員

協議会で市長のほうから報告をさせていただきま

すけれども、結論的に言いますと、上告をしない

ということで、これ国のほうに委任をしていると

ころもあったんですが、国のほうでもしないとい

うことで、相手方も上告をしないということで結

審をしましたものですから、ご報告だけさせてい

ただきます。 

○山本委員長 ほかに何かございますか。 

  それでは、ほかになければ、これで保健福祉部

の審査をすべて終了いたします。 
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本日の審査を終了し、散会いたします。明日午

前10時から再開いたします。 

  大変お疲れさまでございました。 

 

散会 午後 ３時４１分 

 




